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１ 新産業創出交流センターの設置目的と組織 

 

  新産業創出交流センターは、関西文化学術研究都市及び周辺地域において、研究成果の

事業化の推進や新産業の創出を図るとともに、産学公住の交流と連携の促進による産業

クラスターの形成、更には海外のサイエンスシティ等との広域的・国際的交流の中核的な

役割を果たすことにより、関西文化学術研究都市の活性化及び関西経済の持続的な発展

に寄与することを目的としています。 

 

 

 

（１）組織図 

 

 関西文化学術研究都市推進機構 
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  広報戦略室 

  事業推進部 

新産業創出交流センター 

  センター長 

  産業活性化支援室 

 

  次世代企業人材育成支援室 

  イノベーション推進室 

  新産業創出会員事業室 
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（２）各セクション紹介 

名称 概要 連絡先 

 

産業活性化支援

室 

 

コーディネータ等による企業訪問活動や地元市

町、産業支援機関との連携を通じたハンズオンに

よる企業支援事業、「けいはんなビジネスメッセ」

などのビジネス展示会による販路開拓、ビジネス

マッチング事業、専門講師によるセミナーなどの

学研都市内企業等の交流促進事業を推進 

 

 

TEL 0774- 

98-2230 

 

次世代企業人材

育成支援室 

 

京都府が厚生労働省の「地域活性化雇用創造プ

ロジェクト」の採択事業として推進する「京都の

未来を拓く次世代産業人材活躍プロジェクト」及

び「『府民躍動』きょうとチャレンジプロジェクト」

に参画し、京都府内の中小製造業に対して、コー

ディネータによるハンズオン支援等を通じ、人材

の確保・育成、事業再構築等を推進 

 

 

TEL 0774- 

98-2230 

 

イノベーション

推進室  

 

けいはんな学研都市の研究機関・企業の先端的

技術や研究開発成果など、本都市が有するポテン

シャルを最大限に活用し、競争的資金や特区制度

等も利用しながら、持続的なイノベーションの創

出により、新産業の創出等を推進 

当機構のイノベーション創出ハブ機能を充実さ

せるとともに、産学公住の各ステークホルダーと

の協働を進め、基幹研究開発プロジェクトの創出

や社会実証フィールドの整備・活用、事業化促進

支援等の取組を推進することにより、「世界トップ

レベルの研究開発型オープンイノベーション拠

点」の形成を推進 

 

 

TEL 0774- 

95-5047 

 

新産業創出会員

事業室 

 

けいはんな学研都市における高度な先端技術や

発展が期待される技術等について、関西の大手企

業をはじめとする新産業創出会員に紹介し、相互

連携を推進 

 

 

TEL 0774- 

98-2277 
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２ 各事業の内容及び活用方法、連絡・相談窓口 

 

＜新たな取引先を開拓したい＞ 

 

 ハンズオン・ビジネスマッチング支援 

～中小・ベンチャー企業の事業化を効果的に支援～ 

 

○ 事業概要 

コーディネータ等による企業訪問活動、産業支援機関・関係機関との連携事業や連携

会議を通じて、中小・ベンチャーをはじめとする企業や研究機関等のニーズ・シーズを

積極的に把握し、ハンズオンによる販路開拓、ビジネスマッチング、事業化等を支援し

ます。 

 

 

〇 活動内容 

 

◆ けいはんな学研都市に立地する研究機関・大学、インキュベーション施設入居企業

等が有する有望なシーズに対する資金調達や販路開拓、共同研究・開発などの支援 

 

◆ 関西の域内外の大企業と、本都市に立地する中小・ベンチャー企業や大学、研究機

関等とのマッチング、事業化連携等の支援 

 

◆ コーディネータの活動を通じた、幅広い研究機関、産業支援機関と企業等との連携

によるビジネスマッチング機会の創出 

 

◆ ㈱けいはんな、京都産業 21、府中小企業技術センターとも連携した、けいはんな

プラザ ラボ棟入居企業など、立地企業への支援策等の情報提供と個別相談対応など 

 

(参考) 年間支援活動件数 約 600 件 

 

 

〇 支援対象要件 

けいはんな学研都市（京田辺市、木津川市、精華町、奈良市、生駒市など）に立地す  

 る中小･ベンチャー企業 

 

 

〇 申込み・問合せ先  

産業活性化支援室   

電話：0774-98-2230 

Email：shien@kri.or.jp      
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けいはんなビジネスメッセ 

～けいはんな立地企業のビジネスマッチング機会の創出～ 

 

○ 事業概要    

「けいはんなビジネスメッセ」は、けいはんな学研都市における最大規模のビジネス

展示会で、けいはんな地域をはじめとする中小・ベンチャー企業や研究機関、大学等が

有する先端的なシーズを出展します。「京都スマートシティエキスポ」との同時開催と

し、効果的なビジネスマッチング機会の創出を図ります。 

 

 

○ 実施スケジュール 

◆ 開催日：毎年 10 月～11 月頃（会期 2 日間） 

（京都スマートシティエキスポと同時開催） 

◆ 会 場：けいはんなロボット技術センター（KICK1 階）（2019 年度） 

（2020 年度はオンラインでの開催） 

 

 

〇 参加資格要件 

◆ 出展対象者：一般企業、大学、研究機関、支援機関（商工会等） 

◆ 出展料：1 小間につき 5,000 円 

◆ 入場料：無料 

※京田辺市、木津川市、精華町、奈良市、生駒市に住所（法人の本社または支社等の

事業所、個人事業主は住所または事業所）を有する出展者は、1 小間分の出展料が

無料となります。 

 

 

〇 開催実績 

けいはんな学研都市域をはじめ、関西各地域から、毎年 100 を超える企業や研究機

関様に出展いただき、2,000 名を超える方が来場されます。 

展示会場では活発な情報交換、商談が行われ、開催期間の 2 日間で 150 件を超える

有効商談が実現しています。 

 

 

〇 出展者の声 

開催後に出展者に実施しているアンケートにおいて、ほぼ全ての出展者から「出展に

より有効な情報を得た、次回も出展したい」との回答を頂いています。 
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○ 申込から開催までの流れ 

申込開始：6 月～7 月を予定｡ホームページ(https://khn-messe.jp/exhibitor/)から

申込できます。出展募集のご案内をご一読の上で申込をお願いします。 

 

 

 申込締切：7 月下旬～8 月上旬頃 

 

 

 出展料振込期日：8 月末～9 月上旬頃 

 

 

 出展者説明会：9 月上旬頃(ブース配置、出展にあたっての注意点等を説明) 

 

 

 ビジネスメッセ開催：10 月下旬～11 月上旬頃 

 

<展示会の様子> 

当日は 100 を超える企業や機関がブ

ースを出展、多くの来場者で賑わい、

多くの商談が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 申込み・問合せ先 

産業活性化支援室  

電話：0774-98-2230 

Email：shien@kri.or.jp 
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＜良質な人材を雇用したい＞ 

 

京都の未来を拓く次世代産業人材活躍プロジェクト 

～中小製造業の安定した雇用創出を支援～ 

 

○ 事業概要  

厚生労働省の「地域雇用活性化プロジェクト（地域雇用活性化コース）」として、京

都府が令和元年からオール京都体制で実施している表記事業の一環として「AI・IoT で

「人の成長」を支える夢工場の雇用創出事業」を実施しています。大企業やベンチャー

企業が集積するけいはんな地域の特性を活かし、中小企業を支える即戦力人材の確保を

支援するもので、最長で 2021 年度まで継続するプロジェクトです。 

 

○ 活動内容 

・学研都市に立地するものづくり中小企業を中心に良質な雇用創出するための伴走支援 

・良質な企業と良質な求職者の探索 

・技術力ある人材を必要な企業へ適宜紹介 

 

◆ 合同企業面接会 

けいはんな学研都市、京都府南部地域に立地するものづくり中小企業を中心に、京

都労働局、ハローワーク、（公財）京都産業 21 けいはんな支所、京都市わかもの就

職支援センター等と共に、採用活動の支援を行います。(年 2 回開催予定) 

【1 回目】開催日時  ：10 月 16 日（土）13:00～16:15 

     開催会場  ：京都産業会館ホール 中南室（京都経済センター2F） 

     参加企業募集：7 月中旬～8 月末（機構 HP から Web 申込） 

     求職者募集 ：9 月上旬～10 月中旬（事前申込不要） 

【2 回目】開催日時  ：1 月下旬から 2 月上旬 

     開催会場  ：同上を予定 

     参加企業募集：11 月中旬～12 月下旬（機構 HP から Web 申込） 

     求職者募集 ：1 月上旬～1 月下旬（事前申込不要） 

 

【企業の参加要件】（以下のいずれか１つ以上を満たしていること） 

・完全週休二日制導入      ・年間休日 110 日以上 

・過去 3 年間の離職者ゼロ     ・全社員の平均有給休暇取得日数が 10 日以上 

・テレワーク導入        ・30 歳社員の平均月収 216,000 円以上 

・社員の働きがい改革につながる具体的な取組を実施 

 

【参加費】 無料 
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   【参加企業の募集】 

・コーディネータが、参加要件を満たし正規雇用の採用計画のある企業を探索 
 
 
・Web による参加申込（必要な情報の入力） 
 
 
・正式な参加決定通知 

 

【求職者の募集】 

・ちらし、転職サイト等で告知 
 
 
・専用 Web サイトで参加企業の募集情報閲覧 
 

【面接会の開催】 
・会場にてブースを設置して開催 
・25 分面接、5 分で移動の 30 分サイクルのタイムスケジュール制で 6 回実施 
 
<参考:2020 年度開催実績> 

第 2 回目の緊急事態宣言下にも関わらず、13 企業が参加し、53 人の求職者が 

面接、3 社 4 人の内定あり。 

 

 

面接会の様子 

                                

◆ AI・IoT・ロボット導入による生産性向上支援セミナー 

AI・IoT・ロボット導入事例等の紹介により、自社でできることを考えてもらうき

っかけとする。実際に AI・IoT・ロボット、ICT 等の導入する場合は、コーディネー

タが相談に応じます。 

【開催日時】2021 年 8～9 月頃  

【開催場所】けいはんなプラザまたは京都市内を予定 

【参加費】 無料 

【参加方法】チラシまたはメルマガ等を見て、Web から参加申込み 

 

〇 申込み・問合せ先  

けいはんな次世代人材活躍プロジェクト 事務局   

電話：0774-98-2230  

Email：kj-pj@kri.or.jp   
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＜事業再構築や IT 人材を育成したい＞ 

 

「府民躍動」きょうとチャレンジプロジェクト  

～中小製造業での事業再構築や IT 人材育成を支援～  

  

○ 事業概要   

 厚生労働省の「地域雇用活性化プロジェクト（地域雇用再生コース）」として、京都 

府が 2021 年度からオール京都体制で実施している表記事業の一環として「けいはん 

なデジタル化推進による事業再構築・人材育成支援事業を実施しています。大企業やベ 

ンチャー企業が集積するけいはんな地域の特性を活かし、「ニューノーマル」構築の原 

動力となるデジタル化（DX 推進）により､今後市場拡大が見込める事業分野への転換や 

進出､多角化､事業再構築を目指す取組等を支援するもので、最長で 2023 年度まで継 

続するプロジェクトです。  

  

○ 活動内容  

 ・学研都市に立地するものづくり中小企業を中心に事業再構築や IT 人材育成のための伴

走支援  

・DX（デジタル・トランスフォーメーション）を推進するための支援  

・自社内でのディープラーニング人材を育成のための支援  

・多様に働き方を促進するための支援  

  

◆ DX 推進セミナー  

産業技術総合研究所の協力のもと、最近新聞紙上やインターネットでも非常に脚光

を浴びている DX（デジタル・トランスフォーメーション）を活用して、CX（コーポ

レート・トランスフォーメーション）を実現するための様々な情報提供を行い、自社

の CX 実現のきっかけづくりに貢献します。  

【開催要領】  

・開催スケジュール：2021 年６月頃～2021 年８月頃の間で２回開催  

・参加者候補：中小製造業の経営層、マネージャ層の方  

・オンラインと会場のハイブリッド開催  

【参加方法】チラシまたはメルマガ等を見て、Web から参加申込み  

  

◆ ディープラーニング人材育成研修 

産業技術総合研究所の協力のもと、人工知能の分野で一番注目を集めているディー

プラーニング（DL）による AI システム開発を、クラウドコンピュータ（ABCI）上

で動作する AI 開発ツール（Sony Neural Network Console:NNC）を実際に使って

研修を行い、中小企業の社員の AI システム開発の能力を育成します。 
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【開催要領】 

・開催スケジュール：2021 年 10 月頃～11 月頃の間で数回開催 

・受講者候補：外観検査の経験をもち、ソフトウェア開発に興味を持てる技術者 

・会場開催を予定（ただし、オンライン研修に変更する可能性あり） 

【参加方法】チラシまたはメルマガ等を見て、Web から参加申込み 

 

◆ 多様な働き方促進のためのセミナー開催 

学研都市内に立地する企業または企業グループに対して、社員が働きがい・生きが

いをもって働けるための取組を支援するものです。 

【開催要領（詳細未定）】 

・活動期間は 2021 年 12 月中旬まで 

・働き方改革に関するセミナー、討論会等の開催 

・企業グループの結成支援 

・補助金活用の取組支援 

 

〇 申込み・問合せ先  

   「府民躍動」きょうとチャレンジプロジェクト 事務局   

電話：0774-98-2230  

Email：kj-pj@kri.or.jp    
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＜最新技術、研究開発の成果などの情報が欲しい＞ 

 

けいはんなＲ＆Ｄイノベーションコンソーシアム 

 

○ 事業概要 

新事業・新産業創出を図るため、未来社会やマーケットの想定に基づく産官学連携や   

異業種連携プロジェクトを「オープンイノベーション」を基軸として推進し、研究開発

成果の活用を促進します。 

 (平成 28 年 5 月設立、会長 奈良先端科学技術大学院大学学長 塩﨑一裕) 
 

＜主な事業＞ 

・未来事業創出に向けた各種技術分野別ワーキング活動の開催 

  ・基盤技術人材の育成に向けた人材育成プログラムの提供 

 ・京都大学のデザインスクールや国会図書館のリファレンス提供サービスと連携した  

技術/市場調査/マーケティング等の戦略の構築 

 ・住民サポーター組織「Club けいはんな」を活用した研究開発等に対する住民意見の 

  把握や住民の実証実験への参加 
 

〇 資格要件 

   本コンソーシアムの目的と事業に賛同し、本会に参加して本事業の推進を図る者 

（入会に際しての審査あり、個人会員・法人会員で構成、入会費・会費は無料) 
 

＜会員状況＞    

  中核機関 2、企業 94（KICK 内 4）、連携・協力機関 14 

大学有識者 11 計 121 会員 

  (2021 年 3 月末) 
 

〇 活動内容 
    

◆「けいはんなＲ＆Ｄイノベーション 

 コンソーシアム」の運営 

総会 (7 月) 

中間成果報告会・フォーラムの開催  

  （12 月） 
 

 ◆技術・運営委員会の運営 

  技術・運営委員会の開催（6 月､11 月） 
 

◆R＆D テーマ創出 WG 活動等の実施 

会員が WG 活動に参画、各会員が分野別 4WG（農食、健康、モビリティ・エネル

ギー、新テーマ創出）に分かれ、共同研究開発テーマ創出に向け、月 1 回をベースに

活動(参加 49 会員、72 名) 
 

 ・本コンソーシアム会員と住民参加によるフィールド検証プラットフォーム「Club け

いはんな」（約 2,700 会員）が参加する「住民コラボワークショップ」を開催すると

ともに、本コンソーシアム会員が「けいはんな公道走行実証実験プラットフォーム 

  （K-Pe P）を活用した自動運転実証実験等を実施 

 ・大阪大学と連携した「ナノ理工学情報交流会・セミナー」を開催（交流会３回、セミ

ナー１回） 
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〇 申込みの流れ 

  ・けいはんな R&D イノベーションコンソーシアムへの入会申込み 

    → 下記 URL から入会を申し込む   

       https://www.kri.or.jp/contact/entry/rdmm.html  

 

・入会調査 

    → 入会希望者と面談し､入会を判定 

  

  ・判定結果の通知 

    → 入会希望者に､判定結果をメールで連絡 
 

〇 申込み・問合わせ先 

イノベーション推進室 RDMM 支援センター 

  TEL  0774-98-5047   

  E-mail  rdmm@kri.or.jp 
 

 

  ＲＤＭＭ支援センターとは 

・平成２８年４月に、新産業創出に向けた連携ハブ組織として設立され、「真の豊か

さを育むスマート社会」の実現をめざし、企業や大学、公的機関等の連携を基軸に研

究開発から事業化までワンストップで支援 

・公道走行実証実験プラットフォーム(K-Pe P)や ASEAN/IORA(環インド洋連合)と

の新産業創出・イノベーション連携プラットフォーム(AIJ-PF)、住民参加によるフィ

ールド実証プラットフォーム(Club けいはんな)を運営 
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けいはんなリサーチコンプレックス推進協議会 

 

○ 事業概要 

  けいはんなリサーチコンプレックス推進協議会は、2020 年 3 月まで実施した、け 

いはんなリサーチコンプレックス推進プログラム「i-Brain×ICT『超快適』スマート社 

会の創出 グローバルリサーチコンプレックス」の成果を継承・発展させる目的で、 

2020 年 6 月に設立されました。 

 関西文化学術研究都市を中心に国内外の産･学･官･金(金融機関)･住(住民)の連携の下で 

最先端の研究開発、社会実証、事業化、人材育成を統合的・自律的に展開し、様々な社 

会課題の解決に資するグローバルなオープンイノベーション拠点形成を目指します。 

 
＜主な事業＞ 

 

 ◆ 異分野交流の促進 

  大学、研究機関、企業、ベンチャー、金融機関など多彩なプレーヤーが集い、相互

に意見交換し合い、イノベーションを触発するオープンな交流環境の構築の推進  
 

 ◆ 異分野融合の研究開発の支援 

RC 事業で創出した異分野融合研究開発プロジェクトの継続支援や新たな共同研究開

発の創出、及び３つの実証フィールドのさらなる充実による共同研究開発プロジェク

トの継承・発展  
 

 ◆ 事業化、グローバル展開の支援 

事業化に必要なファンディング、グローバルな事業展開のための国内外への情報発

信、グローバル連携を支援し新たなビジネス創出の促進 
 

◆ ビジネスインキュベーション人材の育成 

経験や能力に基づく様々なビジネスプロデュース研修、研究シーズと事業ニーズの

マッチング力の高い人材や、アントレプレナー育成の支援  
 

◆ けいはんなイノベーションエコシステムの持続的発展 

RC 事業で構築した“けいはんなイノベーションエコシステム”をさらに継承･発展

させ､社会課題の解決に資するグローバルなオープンイノベーション拠点を形成 

 

〇 資格要件 

大学、研究機関、企業、地方公共団体、イノベーションの創出に取り組む法人等 
 

 ＜会員状況＞ 

   大学:１､企業:７､財団法人／社団法人:４､自治体:１ 計１３機関（2021 年 3 月末） 

 

〇 活動内容（2020 年度） 
 

◆ KGAP+ 活動  

  （Keihanna Global Acceleration Program Plus） 

・ けいはんな地域での概念実証（POC）活動を通じて 

   国内外スタートアップの総合的な支援を実施 

  選抜ピッチ会や DemoDay はすべてグローバル現地 
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   からオンライン参加形式で実施 

・ 支援企業は、日本・アメリカ・カナダ・香港・インド・イスラエル・フィンランド・

スペインからの計１９社 
 

◆ KOSAINN+の実施 

  （Keihanna Open Global Service Platform for Accelerated Co-Innovation） 

・ 日本企業の課題解決･事業開発に向け、イスラエル・カナダの政府系イノベーション

推進機関の協力で、両国スタートアップの中から効果的なマッチング先探索を支援 

・ 対象分野：スマートシティ＆モビリティ、ヘルスケア、アグリテック＆フードテック 
 

◆ 海外連携 

・ APEC Innovation City Forum (7/19～21)で、 

   オンライン講演 

・ 大連発･日中イノベーション企業オンラインセミナー 

   （11/25）でオンライン講演 

・ インド IT 業界の最高機関 NPO：NASSCOM との 

   連携開始。インドのディープテック・スタートアッ

プと日本企業とのオープンイノベーション促進を支援（3/11） 
 

◆ 展示会出展 

・ JST イノベーションジャパン 2020 大学見本市   

   online（9/28～11/30） 

・ 京都スマートシティエキスポ 2020 

  （10/29～12/31） 

・ けいはんな R&D フェア 2020（11/5～7） 

・ イノベーションストリーム KANSAI2020 

 （11/16～1/31） 

 

〇 参画方法 

 ・ 下記 URL へアクセスし、「入会申請書 兼 誓約書」をダウンロード 

https://keihanna-rc.jp/enrollment/ 

 ・ 入会に関する資料／推進協議会資料を確認の上、必要事項を記入し、事務局へ送付 

 ・ 推進協議会幹事会にて入会を判定 

 ・ 判定結果をメールにて通知 

 

〇 申込み・問合わせ先 

 イノベーション推進室 けいはんなリサーチコンプレックス推進協議会事務局 

    Tel：0774-95-5047 

   E-mail：kri-rcstaff@keihanna-rc.jp 
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けいはんなスタートアップ・エコシステム拠点 

 

○ 事業概要 

大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアムとして「スタートアップ・エコシステムグ

ローバル拠点都市」認定（2020 年 6 月）を受け、けいはんな学研都市を中心とした 

「けいはんなスタートアップ・エコシステム拠点」として、京都スタートアップ・エコ

システム協議会と連携して、けいはんなのスタートアップを支援します。 

 

 ※ 京都スタートアップ・エコシステム推進協議会 

   京都府、京都市、(公財)関西文化学術研究都市推進機構等産業支援機関、経済団体、  

  大学、金融機関等が一体となり、起業家を生み 育てる環境を整備するとともに、スタ 

  ートアップ・エコシステムを推進する協議会（2019 年 12 月設立） 

    

〇 活動内容 

  

 ◆ グローバルイノベーションプラットフォームの提供 

   海外マーケットへの展開、グローバルな情報発信、世界レベルの起業家からメンタ

リング、優れた技術シーズへの先行投資を次のプログラムで支援します。 

 

  ・スタートアップ支援（KGAP+、STARTUPS）  

・事業化プロジェクト創出支援（KOSAINN)  

・人材交流支援（KIIP) 

 

◆ 概念実証（PoC） ※3 拠点としてのサービス提供 

   優れたアイデアを形にするため、様々な技術検証、ビジネスモデル検証を支援する

ために次のサービスを提供します。 

   

・住民参加の実証フィールド（Club けいはんな）   

・公道走行実証実験プラットフォーム（K-Pe P） 

  ・メタコンフォート・ラボ（MC-Lab）   

・ブレイン・ラボ  

・Fab スペース  

・ロボット技術センター 
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  ＜京阪神スタートアップ・エコシステム、けいはんは学研都市の取り組み＞ 

 

 

〇 今後の取り組み（予定） 

・けいはんなのスタートアップ支援機関と連携し、けいは

んなスタートアップ企業のコミュニティを形成します。 

・スタートアップ支援窓口を創設し、広報用ホームページ

を整備します。 

 ・新交流室「天の川＋Plus」（けいはんなプラザ ラボ棟

11F）を活用し、スタートアップのピッチ会やオープン

イノベーションカフェ KOIN と連携したイベント等を開

催します。 

 

 

〇 問合せ先 

イノベーション推進室 スタートアップ担当 

電話：0774-98-2278 

Email：innova@kri.or.jp  
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けいはんな学研都市 先端シーズフォーラム 

 

○ 事業概要 

学研都市の研究成果を含む新産業の創出につながる内容をテーマに設定して開催する

講演会・見学会です。新産業創出会員企業をはじめ、中小・ベンチャー企業並びに金融

機関等に紹介することを通じて、立地機関や研究機関、企業間の相互協力・連携を促進

し、新事業、新産業の創出・拡大を目的としています。 

 

○ 実施スケジュール 

◆ 開催日：毎年２回（１２月頃、2 月頃） 

◆ 会 場：大阪市内（グランフロント大阪、中之島センタービル等）又はオンライン

開催 

 

〇 参加対象 

◆ 対象者：一般企業、大学、研究機関、支援機関等 

◆ 参加費：無料 

 

〇 開催実績 

関西各地域から毎年 100 人前後が参加されています。 

 

＜出展者の声＞ 

・内容、説明ともに大変興味深いものでした。今後の発展に大いに期待しています。 

・事業実現性を感じさせる、非常に興味深い内容だった。今後に期待して注視していき

たい。 

 ・新しい取り組みの可能性を感じた。これからのビジネスに役立つよう感じられた。 

 

      ＜パンフレット(事例)＞       ＜セミナー会場＞ 

    

 

 

＜オンライン開催＞ 
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〇 申込方法 

例年１０月､12 月頃に推進機構ホームページに掲載されるニュース･イベントの案内

（https://www.kri.or.jp/news-event/）から内容の確認及び申し込みができます。 

 

 

 

フォーラム開催：１２月頃、2 月頃を予定 

 

 

〇 申込み・問合せ先 

新産業創出会員事業室 

電話：0774-98-2277 

Email：forumannai@kri.or.jp  
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＜立地機関、企業や住民と交流したい＞ 

 

けいはんなサイエンスカフェ・若手研究者交流会 

 

○ 事業概要 

けいはんな学研都市に立地する企業、研究機関、大学、近隣の住民など、異なった立

場の皆さまが、フェイス・トゥ・フェイスで自由に意見交換を行い、学びを通じて交流

する異業種交流会です。 

 

◆ けいはんなサイエンスカフェ 

  魅力あるゲストスピーカーから最先端の科学技術等のテーマで講演をいただき、参 

 加者相互による意見・情報交換を促進する異業種交流会です。 

 

◆ 若手研究者交流会 

 けいはんな学研都市に立地する企業等の若手研究者の方々が、各自の取り組みなど 

について自由に意見交換を行い、参加企業の方々との多様な交流を通じて、新しいビ 

ジネス創出や共同研究の糸口とすることを目指す交流会です。 

 

○ 実施スケジュール 

 ◆ けいはんなサイエンスカフェ：年間５回程度 

◆ 若手研究者交流会：年間３回程度 

 

〇 参加資格要件 

 ◆ けいはんなサイエンスカフェ：研究者、企業関係者、近隣住民など 

 ◆ 若手研究者交流会：若手研究者、企業関係者など 

 

〇 開催実績 

けいはんなサイエンスカフェは 2005 年を初回に 85 回、若手研究者交流会は

2006 年を初回に 44 回開催しており、けいはんな学研都市に立地する企業等の研究者

と地域住民、若手研究者同士の交流の場を提供しています。 

 

〇 参加者の声 

参加者からは「交流会に参加したことで新たな繋がりができた」「最新の技術に触れ

ることができ､勉強になった」との声を頂いており､リピーターの方も多くおられます。 

                     

〇 参加するには 

開催情報はこちらに掲載されます。下記よりお申し込みください。 

推進機構ホームページ https://www.kri.or.jp/ 

けいはんなポータル https://keihanna-portal.jp/ 
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＜活動の様子＞ 

●けいはんなサイエンスカフェの 

 様子 

ゲストスピーカーによる講演が行わ

れます。けいはんな都市域の企業の

方や大学教授等が、最先端の科学技

術等について、分かりやすく解説し

ます。 

 

講演後はゲストスピーカーと参加者

の間で、和やかな雰囲気の中、交流

会が開催されます。 

 

 

●若手研究者交流会の様子 

和やかな雰囲気の中、講演や討論、 

グループディスカッションが行われ

ます。 

 

 

 

 

 

〇 申込み・問合せ先 

産業活性化支援室   

電話：0774-98-2230 

Email：shien@kri.or.jp  
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けいはんな異業種交流会（業コン） 

 

○ 事業概要    

けいはんな学研都市に立地する企業向けに、新たなビジネスパートナーとの出会いの

場として、企業同士の“ご縁”を生み出すローカル型ビジネス商談会です。 

特色➀：参加申込書をもとにニーズとシーズが合う組み合わせを事務局で検討 

特色➁：経営者だけでなく､営業担当者から工場長､若手リーダーまで幅広い人材が参加 

 

○ 実施スケジュール 

 ◆ 開催日：毎年 9 月頃 

 ◆ 会 場：けいはんな学研都市域の各会場（過去に精華町、京田辺市等で開催） 

 

〇 参加資格要件 

参加対象者：けいはんな学研都市に住所を有する企業の経営者、またはお勤めの方 

 

〇 開催実績 

けいはんな学研都市域から毎回 40 社を超える企業様に参加いただき、活発な意見交

換や情報交換を積極的に促進します。また、若手職員の地元の他企業との人脈作りにも

活用いただいています。 

 

〇 参加者の声 

開催後に参加者に実施しているアンケートにおいて「良い情報収集の機会となった」

「新たな交流に繋がった」等の声を頂くなど、毎年大変好評をいただいていています。 

 

〇 交流会に参加するには 

ホームページから､またはチラシの QR コードを読み取りの上､お申し込みください。 

 

〇 問合せ先 : 

産業活性化支援室  

電話：0774-98-2230 

Email：shien@kri.or.jp   
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<交流会の様子> 

主催者が皆様にご挨拶 

 

フリートークの後は、司会者から 

参加企業様にインタビュー、自社

の PR 等していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加者同士で自由に情報交換を 

していただき、交流を促進しま

す。 
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＜研究開発・事業化を加速したい＞ 

 

京都府スマートけいはんな実証促進事業補助金 

       

○ 事業概要 

けいはんな学研都市は、「国家戦略特別区域」に指定されたことを踏まえ、また「ス

ーパーシティ法」（国家戦略特別区域法の一部を改正する法律）の成立に伴い、更なる

都市の発展を目指すこととしています。「精華・西木津地区」においては「スマートけ

いはんなプロジェクト」として、地域住民の移動円滑化（ラストワンマイルモビリテ

ィ）や ICT 技術を活用した健康増進の取組を進めており、この取組をベースにスーパー

シティ構想の実現を図ります。当補助金は、ICT 技術等のスマート技術やビッグデータ

を活用して、同プロジェクトの実証実験を促進し、スマートシティ・スーパーシティの

実現を目指した新たな技術実証に取り組む中小企業等を支援するものです。 

 ※「けいはんな学研都市」では国土交通省に採択された「スマートけいはんなプロジェ   

クト」におけるスマートシティの取組を更に発展させ、便利で快適な暮らしを実現さ

せるため、スーパーシティ構想の実現に向けた取組を進めており、その概要について

は下記 HP をご覧ください。 

URL: https://www.pref.kyoto.jp/bunkaga/news/supercity/teiannsyo.html 

○ 補助対象者 

・京都府内を事業の対象地域として実施する者 

・本事業の取組を遂行する拠点を京都府内に有する中小企業または京都府内に拠点を有

する中小企業が１社以上参画するグループ 

〇 事業内容 

項 目 内  容 

補助事業の内容 ICT等のスマート技術やデータの活用等により、スマートけいはん

なプロジェクトの実証促進に資する事業 

補助率 １／２ 

補助限度額 １，０００千円以内 

ただし、グループの場合は２，０００千円以内（千円未満切捨） 

※当補助金の概要等については、当法人 HP をご覧ください。 

URL: https://www.kri.or.jp/project/smartcity_20210430.html 

〇 全体スケジュール 

R３年 ４月：募集開始 

R３年 ７月：事業開始 

  R４年 １月：事業終了（１月３１日まで） 

〇 問合せ先 

イノベーション推進室 スマートけいはんな実証促進事業補助金担当 

電話：0774-95-5047 

Email：innova@kri.or.jp  
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＜参考＞「スマートけいはんなプロジェクト」の推進について 
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＜自動運転等モビリティ分野での新技術の開発に取り組みたい＞ 

 

けいはんな公道走行実証実験プラットフォーム（K-Ｐe Ｐ） 

～未来のモビリティ社会のための研究開発プラットフォーム～ 

 

○ 事業概要    

K-Pe P（Keihanna Public road experimental Platform）はオープンで誰でも

利用でき、企業乗合型，住民参加型で必要な研究・開発を自由に行えるプラットフォ

ームです。ＡＩをはじめとした自動運転技術の進化に合わせ、モビリティ社会が大き

く変化しようとする現在、より良い未来のモビリティ社会を実現するために、世界に

先駆けた研究開発を加速します。 

 

◆  共同利用による研究開発コストの低減 

必要な設備を共同利用することができ、研究開発コストを低減できます。 

※共同施設の例：全長約 800m の実証実験テストコース，約 70m2 の共同実験室、

インターネット環境，TV 会議システム等 

 

◆ 警察・行政の支援を得て素早い対応が可能 

 産官学連携支援調整を行います。関連機関との協力関係に基づき一社だけでは困難 

 な調整を円滑に行います。 

 

◆ 住民協力による実証・評価が可能 

地域住民を中心にした住民サポーター組織「Club けいはんな」に協力いただけま

す。「Club けいはんな」は、けいはんな学研都市を応援し、新産業創出に向けた研究

開発･事業化を住民目線でサポートいただく組織で、既に多くの皆様に会員として協

力いただいています。 

 

◆ 優れた道路環境と立地施設の協力 

ホテル・役所・商業施設・研究機関との協力関係があり、サービスの実証実験も可

能です。 

 

〇 参加資格要件 

  けいはんな R&D イノベーションコンソーシアム会員であること。 

※同コンソーシアムの入会に際しては審査があります。（入会費・会費は無料） 

 

〇 K-Pe P ご利用に係る分担金 

基本分担金: 10 万円/年間(年度毎に納入) 

設備設置・変更：設置する設備に応じて 

住民周知：デザイン、ちらし作成、ポスティングなど 

各種許認可：申請書類作成、申請手数料、申請代行など 

Club けいはんな利用：アンケート、実証実験、プロト評価が可能 
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〇 主な実績 

「公道での自動運転走行の実証実験」や「5G を活用した遠隔操作実験」など，15  

件，18 社での実証実験を行っています。 

 

〇 実証実験内容例 

  

 

〇 ご利用可能な施設、整備 

  決められた所定の公道での走行実験の他、下記の施設の利用が可能です。 

・KICK 内テストコース: 全長約 800m、道路(2 車線・1 車線)、横断歩道、模擬交差点

等有り 

・KICK 内共同実験室: デスク、プロジェクター、テレビモニター、Wi-Fi 等使用可、 

 多目的信号柱 

 

＜写真＞ 
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〇 K-Pe P ご利用の流れ 

① 利用申し入れ：実施計画を立案し、利用を申し入れ 

 

 

② 調整：実施計画に基づき、関係機関との調整を行います 

（警察本部・道路管理者との調整、道路利用申請、公共交通・近隣施設との調整、住

民への告知) 

 

 

③ 利用開始：諸手続きが完了すれば、直ちにご利用頂けます 

 

 

④：報告：事務局へ定期報告、完了報告をして頂きます 

 

 

〇 申込み・問合せ先  

イノベーション推進室   

電話：0774-98-2237 

Email：rdmm@kri.or.jp  
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＜海外市場への進出やグローバル連携に取り組みたい＞ 

 

ＡＩＪプラットフォーム 
（ASEAN,IORA and Japan イノベーションプラットフォーム） 

～アセアン、環インド洋国との新産業創出・イノベーション連携スキーム～ 

 

○ 事業概要    

アセアン・環インド洋諸国との研究開発や商品開発の産官学コラボレーションを狙う

大学・企業様にパートナをご紹介し、グローバルな人材育成や研究開発など施設設備の

相互利用を促進します。その為の、現地サイエンスシティ・研究機関、大学や企業との

連携の仕組みとプロジェクトを AIJ プラットフォームで提供します。 

 

<AIJ プラットフォームが提供する内容> 

  ・相手国の研究開発・商品開発の協業パートナÜを紹介 

  ・国際的な人材育成に向けた人材交流プログラムの提供 

  ・各国のサイエンスシティーや研究機関が保有する、 

   研究開発、プロトタイピング、マーケティング等施設の相互活用 
 

 
  

<AIJ-PF 活用のメリット> 

  協業の調査企画 

  ・相手国とのイノベーション協業の可能性や、協業への準備事項についてのアドバイス 

  ・相手国とのイノベーション協業での様々な留意事項や、対応必須事項などの情報収集 

  ・相手国のマーケットへの貢献･進出方法や、協業シナリオ策定などへの支援･アドバイス  

  協業パートナÜ検討 

  ・協業パートナ募集や見極めを連携拠点に依頼し、有力候補の選定が可能 

  ・協業候補相手先との具体検討段階での、相手国の連携拠点によるサポート、協業実施  

   への準備 

  ・協業先での投資優遇施策の調査や、連携拠点の人財・施設設備の活用提案 
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〇 資格要件 

  イノベーションや新事業創出に興味のある方なら、どなたでも参画できます。 

 

〇 主な実績 

 ◆ タイ王国：タイ北部サイエンスシティとの商品開発の協業検討 

 ◆ インドネシア共和国：インドネシア科学院（LIPI）と商品開発の協業検討 

 

＜利用者の声＞ 

・現地の市場性・現地の困りごとの調査が短時間で効率的に実施できた。 

・現地協業パートナに響く共同開発のシナリオ検討を現地サイエンスシィの力も借り  

  てスムーズに進められた。 

・協業パートナ候補の選定では TV 会議などを活用して進め、有力候補との現地打合 

  せの場の設定も進めて頂き、大変に助かった。 

 

〇 ご利用の流れ 

    現地との研究開発・商品開発の計画等を事務局へご相談下さい。 

 

 

〇 申込み・問合せ先  

 イノベーション推進室  

 電話：0774－95－5047 

 Email：rdmm@kri.or.jp  
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＜住民からのアイデアや意見を事業に役立てたい＞ 

 

Ｃｌｕｂけいはんな 「サポートサービス」 

～新産業創出に欠かさない「マーケットの本質」探索をサポートします～ 

 

○ 事業概要    

 ・生活者目線を研究開発に活かすための各種サービスを提供します。 

 

 ・Ｃｌｕｂけいはんな とは 

「けいはんな学研都市」を応援して頂ける方ならどなたでも無料で会員登録して頂き､ 

 未来の商品･サービスにつながるご意見を頂き、産業創出に向けた研究開発のサポー  

 トをしています。（会員数 2,702 名 ※2021 年 3 月末） 

 ・サービス対象とサービス結果の公表 

  ・サービス対象：けいはんな R&D イノベーションコンソーシアム会員企業 

 ・サービス結果の公表：推進機構の公益性を保つためにサービス結果の一部を企業様と 

 相談させて頂いた上でサービス結果の一部（データ･写真）を同 Club の HP に掲載 

 

〇 資格要件 

  けいはんな R&D イノベーションコンソーシアム会員であること 

※同コンソーシアムの入会に際しては審査があります。(入会費・会費は無料) 

 

〇 サポートサービスの実施例 

 

◆ 実証実験 

＜パワーアシストスーツの実証評価＞ 
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◆ ワークショップ 

＜テーマの事例：高品質農産物の安定供給＞ 

     

（現場視察）        （問題点深堀と解決策創出） 

 

◆ アンケート調査 

健康、食、娯楽、交通など多岐に渡る分野で生活者のニーズを掘り起こす調査を実施

＜アンケートの事例：睡眠に関するアンケート調査の結果抜粋＞ 

   

 

 

〇 サポートサービス利用の流れ（サービス申込～データ解析） 

 

 

〇 申込み・問合せ先 

イノベーション推進室  

電話：0774-98-223８ 

   Email：rdmm@kri.or.jp 
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＜オンラインで情報を発信したり､商談をしたい＞  

 

けいはんな学研都市のビジネスマッチングサイト「けいはんな Link」 

 

○ 事業概要 

  けいはんな Link は､けいはんな学研都市に立地する企業や研究機関同士がつながり､ 

 効率的な商談や情報発信ができるオンラインプラットフォームです。 

 

○ アクセス方法 

  けいはんな Link ホームページ(https://keihanna-link.jp/)にアクセスお願いします｡ 

 

○ 主な機能 

 

 ◆ けいはんな商談ナビ 

   けいはんな学研都市にどのような企業・施設があるのかを調べたいときに、業種や  

  所在地域などで検索して、法人概要や製品、技術などの最新の情報が得られます。 

   課題解決や新商品・サービスの共同開発、共同研究のためのパートナーをぜひ検索 

  してください。 

 

 ◆ けいはんな OnlineCafe 

   立地企業･施設とビデオチャットができます。ホワイトボード機能や音声入力機能､ 

  多言語翻訳機能も付いており、海外企業との会議も出来ます。 

  ※けいはんな商談ナビに自社情報を登録いただくことで、けいはんな OnlineCafe を  

   利用いただくことが出来ます。 

 

 ◆ けいはんなバーチャルラボトリップ 

   けいはんな学研都市の立地企業･施設を 360°空間で巡ることが出来ます｡Google 

  マップや一覧からお目当ての企業・施設を選び、各企業・施設にアクセス。実際に訪 

  問しているかのような臨場感を得ることが出来ます。 

 

 ◆ けいはんな Voice 

   けいはんな学研都市の立地企業・施設の代表者や技術者が、自社･施設の成り立ち  

  や強み､製品などについて語る動画集です。ビジネス利用も想定し､取引先の製品や技 

  術力に加え､代表者や担当者の人柄が垣間見えるインタビュー形式で作成しています｡ 

 

○ 参加資格要件 

 ・けいはんな商談ナビに登録いただける企業・施設はけいはんな学研都市(３府県 8 市  

  町のけいはんな学研都市域)に立地する企業・施設に限ります。 

 ・登録いただく際は、https://keihanna-link.jp/register/にアクセスお願いします。 
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○ けいはんな Link について 

 【名称】    けいはんな Link 

 【URL】     https://keihanna-link.jp/ 

 【登録企業】 けいはんな学研都市内の企業･団体 

 【参加企業】 ・けいはんな商談ナビ：２０社（2021 年 4 月現在・参加企業募集中） 

        ・けいはんなバーチャルラボトリップ：２３社(2021 年 4 月現在) 

        ・けいはんな Voice：２１人(2021 年 4 月現在) 

        

〇 問合せ先  

    新産業創出会員事業室 

  電話：0774-98-2277 

   Email：link@kri.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  けいはんな商談ナビ                   けいはんな Online Cafe 

 

 

 

 

 

 

 

 

  けいはんなバーチャルラボトリップ                     けいはんな Voice 

 

 

 

 



 

 

 

 

【 参 考 資 料 １ 】 
 

 

 

 ＜各支援機関・施設、支援窓口紹介＞ 

 

    ◆ けいはんなプラザ  スタートアップルーム、インキュベートルーム、レンタルスペース 

   

    ◆ けいはんなオープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ） 

   

    ◆ 同志社大学連携型起業家育成施設（Ｄ－ｅｇｇ） 

 

    ◆ クリエイション・コア東大阪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
  



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



 

 

 



 

 
 



 

 

 

      【 参 考 資 料 2 】 
 

 

 

 ＜けいはんな学研都市 新たな施策の紹介＞ 

    

   ◆ 京都府スーパーシティ構想「けいはんなサスティナブルスーパーシティ」 

   ◆ けいはんな学研都市のビジネスマッチングサイト「けいはんな Link」 

   

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

◇ 国・府県産業支援機関、市町産業支援担当課 一覧 

 

【産業支援機関 窓口一覧】 

機関名 連絡先 

国立研究開発法人 産業技術総合

研究所  関西センター 

TEL 072-751-9688 

https://www.aist.go.jp/kansai/ 

独立行政法人 中小企業基盤整備

機構 近畿本部 

TEL 06-6264-8611 

https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kinki/index.html 

京都府中小企業技術センター 

けいはんな分室 

TEL 0774-95-5050 FAX 0774-66-7546 

Mail keihanna@kptc.jp 

https://www.kptc.jp/ 

公益財団法人 京都産業２１ 

けいはんな支所 

TEL 0774-95-2220 FAX 0774-66-7546 

Mail kick@ki21.jp 

https://www.ki21.jp/ 

地方独立行政法人 大阪産業技

術研究所 

和泉センター TEL 0725-51-2525 

森之宮センター TEL 06-6963-8181 

https://orist.jp/ 

公益財団法人 奈良県地域産業振

興センター 

TEL 0742-36-8312 FAX 0742-36-4010 

https://nara-sangyoshinko.or.jp/ 

 

【市町産業支援担当課 窓口一覧】 

市町名 担当部署 連絡先 

京都府 

京 田 辺 市 
経済環境部 

産業振興課 

TEL 0774-64-1364 

FAX 0774-64-1359 

木 津 川 市 
マチオモイ部 

観光商工課 

TEL 0774-75-1216 

FAX 0774-72-3900 

精 華 町 
事業部 

産業振興課 

TEL 0774-95-1903 

FAX 0774-95-3973 

大阪府 

枚 方 市 
観光にぎわい部 

商工振興課 

TEL 072-841-1381 

FAX 072-841-1278 

四 條 畷 市 
市民生活部 

産業振興課 

TEL 072-877-2121 

FAX 072-879-5955 

交 野 市 
総務部 

地域振興課 
TEL 072-892-0121（代表） 

奈良県 

奈 良 市 
観光経済部 

産業政策課 

TEL 0742-34-4741 

FAX 0742-36-4058 

生 駒 市 
地域活力創生部 

商工観光課 

TEL 0743-74-1111 内線 326 

FAX 0743-74-9100 

 

 

 

 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構 

    〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台１丁目７ けいはんなプラザ ラボ棟３F 

    新産業創出交流センター TEL: 0774-98-2230 FAX: 0774-98-2202 

 

 


